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概要： 郷土食は、古くから地域の伝統的な産物を活用している食べ物である。各地の郷土食をよく知る事は、地域

の理解や知見につながる。当研究では、2016 年から郷土食による地域理解支援システムを試作している。 
本研究では、2017 年 10 月に行われた共通語彙基盤ハッカソンをきっかけに、システムで利用しているデータを

LOD（Linked Open Data）にしたことを述べ、今後のシステムやデータの活用について考察する。  
   

Abstract：Since local food have been made of local products, view point of local food culture is effective for local 
understanding. We have been prototyping a regional understanding support system by local food from 2016. We 
participated in a hackathon on utilizing IMI (Infrastructure for Multilayer Interoperability) at October 2017. Since 
this event, we converted our data about local food into linked open data (LOD) based on the IMI vocabularies. This 
paper discusses our perspective about this system and utilizing data in the future. 
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１．はじめに 
郷土食は地域の産物を活用した食べ物である。郷土

食をよく知ることは、地域の風土や文化、自身の住む

地域や他地域との違い、および時代の変化について

知ることであり、地域の理解や知見につながる。 
しかし、昔から各地域で作り続けられてきた郷土食は、

近年の便利な食生活の中では手間がかかることや、

地域の少子化のため作り伝えられなくなり、自分の住

む地域の郷土食について深く知る人は減って来てい

る。また、郷土食は地域ごとの解釈が異なることや、時

代による食生活の変化等により、元々の成り立ちは分

かりにくくなっている。そのため 2016 年の秋から制作

中の WEB マップでは、日本地図からもちの分布を見

る事で、郷土食への興味や理解を深めることを目指し

た[1][2]。図 1 は本研究が目指すユースケースの概要

図である。 
本研究で作成しているシステムは、郷土食情報として

もちの情報を扱うため、名称を「もちマップ」とした。 

もちを主題として扱う理由を下記に述べる。 
・ 地域の生活文化と深く結びつき、ハレの食から、

日常の食、および保存食として食べられて来た。 

図 1 本研究が目指すユースケースの概要 
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・ 時代に伴い食生活が変化する中でも、長く食べ

続けられている。 
・ 日本全体で食べられ、使用素材が地域の特色と

結びついている場合が多い。 
このような理由から、もちは身近であり、郷土食の一例

として分かりやすく、地域理解の一助となると考えた。

この研究では対象を、郷土食や地域の文化に興味が

ある人や、学びたい人とする。我々は、このようなもち

の情報を整理し、視覚化するため、「もちマップ」を開

発してきた。 
我々は、2017 年 10 月 8,9 日に開催された“実践！共

通語彙基盤ワークショップ・ハッカソン”[3]において、 
本システムで利用しているもちデータを Linked Open 
Data (LOD) と呼ばれる形式のオープンデータにした。

LOD とは、様々な組織が公開するオープンデータを

関連付け、組み合わせて活用できるようにする技術的

枠組みである。また、LOD 化するにあたって、共通語

彙基盤を用いた。共通語彙基盤とは、行政などが保有

する公的なデータを対象とし、経済産業省所轄の情報

処理推進機構 (IPA) が標準化作業を試みている語

彙セットである。これに基づいて LOD 化したことにより、

データの相互運用性（Interoperability）が向上し、他の

オープンデータと組み合わせた分析が可能になると期

待される。 
データをオープンデータ化するために何をしたのか、

また今後どのようにオープンデータを利用して行くか

について、これまでの制作の問題点も含めて考察す

る。 
2．これまでの開発と課題 
我々は 2016 年の冬からもちマップを開発してきた。最

初に制作した従来のもちマップをバージョン 1 とし、

2017 年のものをバージョン 2 とする。本研究はバージョ

ン 3 となる。以下にこれまでどのような開発をし、どのよ

うな課題があるかを述べる。 
【もちマップ バージョン 1】 
もちマップバージョン 1 では、もちデータを書籍[4][5]
やインターネット上の情報、および実際に人から聞い

た話などを元に作成した。システムの主な機能として、

以下の４つの機能を実装し、システムの位置や素材、

および調理法などの属性を可視化した。 
(1) 検索窓 
(2) 属性選択ボタン 
(3) 背景とレイヤーをコントロールするチェックボックス

パネル 
(4) 時間軸スライダー 
日本地図全体上に表示された情報や属性を見ること

で、郷土食の特徴や地域の特色がわかれば、地域理

解が深まると考えた。図 2 は従来のもちマップの主な

機能である。 

 

もちマップの評価を行った所、郷土食理解が深まった

という意見が得られた。一方で、バージョン 1 での課題

として下記の内容が指摘された。 
(1) もちの全体像だけでなく、各もちの詳細情報ペー

ジを作成する 
(2) 複数人によるもちデータの入力 
(3) より利用しやすく、分かりやすい UI への改善 
(4) 時間軸機能の改善 
(5) 地域区分や統計情報の工夫 
【もちマップバージョン 2】 
その後、2017 年にバージョン１で出た課題の中で、下

記を試みた。 
・ 複数人によるもちデータの入力 
・ 各もちの詳細情報ページの作成 
バージョン1ではローカルで読み込んだもちデータを、

データベース化した [6]。図 3 はもちマップバージョン

2 のデータベース構成である。 
データベースの正規化を行う際に、初めてもちデータ

の語彙の検討をした。図書館でよく使用されている日

本十進分類法を見ると、「餅」は「民俗」と「料理」に分

類されている。まず「民俗」の語彙で調べた所、国立歴

史民俗博物館による民俗語彙データベース[7]が存在

したが、参考に留めた。食の語彙の論文[8]によると、"
食を学として取り上げる場合、予想される学術領域は

図に示すような広範なものとなろう"とあり、図には 50 種

類以上の分野が記載されている。また、Google 
Scholar[9]で「郷土食」を検索した所、栄養学 約 375
件、経済学 約 373 件、社会学 約 293 件、民俗学（民

族学） 約 168 件、地理学 約 159 件、調理学 148 件、

歴史学 約 75 件、農学 約 66 件、考古学 約 54 件、

国文学 約 5 件などがあり、郷土食のみでも広い範囲

で扱われているため、ある分野に基準を置くことはせ

ず、どの分野からも利用できる Dublin Core[10]をもち 

図 2 従来のもちマップの主な機能 
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図 3 もちマップデータベース構成 

図 4 もちマップを Schema.org にあてはめた例 
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データに適用した。Dublin Core は情報資源の組織化

のために作られ，語彙が共通認識となるよう設計され

た基本語彙セットである。しかし、実際に当てはめてみ

ると、Dublin Core は書籍を想定して作られた規格であ

るため、郷土食データを当てはめるには無理があった。

そのため代わりに Schema.org[11]を使用した。

schema.org はコンピュータにもわかる形式で意味を付

ける構造化マークアップのための語彙であり、Google
や Microsoft、および Yahoo!が共同で進めている。検

索エンジンはこのマークアップを利用し、質が高い検

索結果を出すことができるため、ユーザは必要なペー

ジに辿り着きやすくなる。schema.org の型の中で食に

関するものは、Thing/CreativeWork/Recipe（レシピ）、

Thing/Event/FoodEvent（食イベント）および

Thing/Organization(または

Place)/LocalBusiness/FoodEstablishment（食品関係）

などがあるが、郷土食としてのもちを表現するのに合う

語彙がなかったため、元々ある語彙を使用した。

Schema.org は独自の拡張も可能である。図 4 はもちマ

ップをSchema.orgにあてはめた例である。バージョン 2
においては、このように様々な語彙の検討をした。 
（2）複数人によるもちデータの入力については、各も

ちのページを生成するフォームを作成し、インターネッ

ト上に公開した[12]。公開当初にフォーム入力のユー

ザーテストを行った（2017 年 12 月、20 代から 40 代の

男女 30 名、名古屋近郊の IT 系コミュニティイベントに

て）。入力ミスを減らすため、基本的には選択式の入

力にしたが、手入力の項目では、正しく入力されない

例が 30 件中 4 件あった。また、「素材」を聞く項目では、

「わからない」が 30 件中 2 件、「情報源」の項目では

「人から聞いた」が 30 件中 10 件、「その他」が 6 件、

「WEB の情報」が 6 件であり、「書籍」という回答は 0 件

であった。以上から、複数人によるもちデータの入力

自体は実現できたが、一般向けに入力してもらうデー

タの信頼性が低いため、フォームの UI を改善すること

や、管理側での確認など、入力情報の収集•管理方法

の検討が必要であることがわかった。 
3． もちデータを Linked Open Data に 
共通語彙基盤のハッカソン[3]において、もちマップの

新しいシステムを作成した（システム制作：伊藤宗太）。

これをバージョン 3 とする。図 5 はもちマップバージョン

3 の画面である。 
今回の大きな変更点は、1 つ目に、もちデータを共通

語彙基盤を基にしたデータモデル記述(DMD)にする

ことで、同時にデータが RDF 形式になり、そのデータ

を公開 SPARQL エンドポイントに置いたことで LOD
（Linked Open Data）になったことである。２つ目には、

同じもちデータを利用して、各もちの詳細ページが閲

覧できるようになったことがある。以下にどのような流れ

で LOD にしたかを説明する。 
本章ではもちデータをオープンデータ化した流れを述

べる。図 6 は従来のもちマップの分類項目である。 
(1) 共通語彙基盤（IMI） 
共通語彙基盤[13]は、共通で使われる語彙と、語彙同

士の関係を示す仕組みで構成された、オープンデー

タの相互運用性を高めるためのフレームワークである。

コンピュータ間のデータ通信を円滑かつ確実に行うこ

とが目的であり、一つの語の代表的な意味や構造の

概念、および他の概念との関係などを明確にした概念

の集合を指して用いる。コンピュータでの処理を難しく

させている用語の問題（類似用語、重複用語、分野で

意味が異なる同一語など）を解決するため、概念的な

同一性を保証する形で「用語」を定義している。この基

準に合わせるために、表形式のデータを DMD(Data 
Model Description)に基き作成する。DMD はデータの

構造や項目、各項目の値の範囲や書式などを説明す

るものであり、DMD 作成ツールを使用することで、人

間にわかりやすく、コンピュータでのデータ交換に適し

た形式および LOD に適した RDF 形式のデータとして

公開することもできる。 

図 5 もちマップバージョン 3 

図 6 従来のもちマップの分類項目 

左：トップページ、右：各もちのページ例 
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もちデータを共通語彙基盤に合わせるに当たり、一段

階目に元々独自のシステムに合わせて作成していた

不要な項目を整頓し、不必要な項目は削除した。共通

語彙基盤のコア語彙バージョン 2.4 の中にもちに合い

そうな項目（例えば食品や農業に関する項目）が無か

ったが、まず、既存の語彙（コア語彙）のみを用いて共

通語彙基盤に合わせた。図 7 はコア語彙のみの共通

語彙基盤化である。 
第二段階では、共通語彙基盤の中にあるクラス用語

一覧（2017 年 10 月時点でバージョン 2.4）の中から、も

ちデータに合う項目を探した。既存のクラス用語の中

で、もちに一番近いと思われる「製品型」を選んだ。製

品形は工業製品を想定した用語であるため、郷土食

にありそうなプロパティ、例えば食や農業などに関わる

で共通語彙基盤化をした。 
第三段階では、製品型には無いが、コア語彙の中に

ある語彙を継ぎ足し、最終的に独自の拡張語彙を作

成してもちデータを共通語彙基盤化した。最終的に独

自語彙を作成し、共通語彙基盤化をした。図 8 は独自

語彙を使用した共通語彙基盤化である。 
(2) LOD（Linked Open Data） 
（1）共通語彙基盤の DMD 作成ツールを使用し、

SPARQL エンドポイントで公開することで、もちデータ

は LOD になった。 
LODとは、データを公開して共有するため、コンピュー

タで処理が出来る形にする技術の総称である。コンピ

ュータ処理が可能なデータの構造化のために、W3C
（World Wide Web Consortium）が RDF（Resource 
Description Framework）というグラフをベースとした基

準モデルを作成し、推奨している。RDF については次

に説明する。 
(3) RDF (Resource Description Framework) 
RDF は、ウェブ上のリソースを記述するための統一さ

れた言語体系であり、W3C が 1999 年 2 月に規格化し

ている(W3C:REC-rdf-syntax-19990222)[14]。 
従来の HTML では、人間が自ら読み、意味を理解し

て情報を得た。しかしコンピュータは HTML に記述し

てある文章の意味を解読することが出来ない。意味の

あるタグ付けとしてXML があるが、XMLタグは各自が

独自の名称を付けるため、独自の名称の意味はコンピ

ュータには理解できない。RDF は記述が統一されてい

るため、SPARQL のような特定の言語を用いることで、

機械的に操作することが出来る。 
(4) SPARQL（SPARQL Protocol and RDF Query 

Language） 
SPARQL[15]は W3C が 2008 年にリリースした RDF ク

エリ言語であり、RDFで記述されたXMLやTurtleなど

の RDF データから検索や抽出をすることが出来る。ま

た、RDF データに SPARQL クエリで問い合わせるため

の、公開インターフェースとして SPARQL エンドポイン

トがある。SPARQL エンドポイントには RDF ストアに格

納された RDF データを置くことで、SPARQL から問い

合せることが出来る。 
共通語彙基盤の DMD を使用することによって、RDF
データに変換したもちデータは、代表的な RDF ストア

であるVirtuoso[16]に格納し、公開SPARQLエンドポイ

ントに置いてインターネット上に公開した。 
(5) DBpedia 
DBpedia[17]には Wikipedia の「インフォボックス

(infobox)」 と呼ばれる構造化情報（テーブル、カテゴ

リ情報、および画像、地理座標、外部ウェブページへ

のリンクなど））を抽出して作られた、問い合わせ可能

な統一データセット（RDF 形式にしたデータ）が保存さ

れている。利用者は、DBpedia から SPARQL を使用す

ることでデータセットの情報を検索できる。 
4． システム構成 
従来のシステム（バージョン 1）では、ブラウザ側では

Leaflet と OpenStreetMap を用い、Geojson 形式のもち

データを地図上に可視化していた。バージョン 2 では、

サーバー側でMySQLとPHPを使用した。今回のバー

ジョン 3 では、REACT[18]と Google Maps API[19]を用

い、RDF 形式のもちデータを、Google Maps 上に可視

化している。RDF ストアは Virtuoso を用い、SPARQL 
Endpointを公開した。図 9はバージョン 3のシステム構

成図である。 
 

 
５．考察  
従来のもちマップでは、システムに関しては人が見て

分かりやすいもの、データに関しては独自項目を考え

て作成していた。今回もちデータをLODにしたことで、

以下の２点の可能性が考えられるようになった。 
 

図 9 バージョン 3 のシステム構成図 
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1.  

図 8 独自語彙を使用した共通語彙基盤化 

図 7 コア語彙のみの共通語彙基盤化 
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・ データを LOD 化し公開することで、他のシステ

ムでも利用できる 
・ システムを他のデータとリンクさせることで、個人

が作成できる情報に留まらず、広いデータと結

びつけて使用できる 
・ システムを他のデータとリンクさせることで、個人

が作成できる情報に留まらず、広いデータと結

びつけて使用できる 
LOD の仕組みを知ることで、その為にどのようなデー

データの重要性について考える機会となった。以下に

考察を述べる。 
【どのようなデータとつなぐか】 
もちデータを LOD にしたことで、相互運用性が向上す

ることを期待する。 
e-Stat 統計 LOD[20]や、RESAS 地域経済分析システ

ム[21]のデータをもちデータと重ねて使用したい。

e-Stat は日本の政府統計に関する政府統計ポータル

サイトであり、政府統計や、国勢調査、および人口推

計など多くの統計データが LOD で提供されている。

RESAS は地方創生の様々な取り組みを情報面から支

援するために、経済産業省と内閣官房から提供された

データであり、地方創生のために活用出来る人口マッ

プ、産業構造マップ、および観光マップなどやはり多く

のデータと API が用意されている。e-Stat の統計 LOD
には、今回語彙として利用した共通語彙基盤がデータ

に使用されている事例がある。今後もちマップでは、 
e-Stat の統計 LOD に入っている農業や人口データ、

および RESAS のやはり農業や地域産業などのデータ

を活用したいと考えている。また、他にも様々なオープ

ンデータがあるため、郷土食と親和性のあるデータを

探して活用したい。 
【Schema.org と共通語彙基盤の比較】 
Schema.org と共通語彙基盤の共通点として、どちらに

も広い範囲の語彙が登録され、広い範囲で使用出来

るようになっていることと、独自拡張を作成することが出

来る点がある。そのため本システムの概念にぴったりと

合う語彙はなかったが、どちらも拡張すれば意図した

意味で使用出来る。違う点として、Schema.org は世界

標準であるが、共通語彙基盤の場合は日本語に限定

されることがある。インターネット全体から考えるとデメリ

ットになるが、現状のもちマップは日本語ベースで日

本のもちを対象としており、今後、e-Stat 統計 LOD や、

RESAS 地域経済分析システムなど、やはり日本語ベ

ースのデータと共に使用することを考えた場合は、共

通語彙基盤の方がいいと考えた。 
【DBpedia のもちデータ構造との比較】 
DBpedia から「餅」を検索すると、多くのもち情報が表

示される。意外な情報とのつながりが発見できるという

良さがある反面、食べるためのもちや郷土食からの視

点から見ると、余計な情報も多く含まれている。

Wikipedia に Category:餅というページがあり、このペー

ジの構造を基に DBpedia Japanese で SPARQL クエリ

を投げると、構造化された情報を受け取ることが出来る。

図 10はWikipediaのCategory:餅の親子階層図である。

この図は可視化のための JavaScript ライブラリである

D3.js[22]の D3Sparql ライブラリ[23]、及び書籍[24]を
用いて可視化した。Wikipedia の餅の親子階層を見る

ことで、現在のもちマップで扱っているもちデータは１

階層であることに気づくことが出来、現状のもちデータ

にも階層構造を作るなど、データの構造自体の改善が

必要であることが分かった。 
6．今後の課題 
今回のもちマップの改善点は、データを LOD 化したこ

とであり、これまで考えて来た、ユーザによる入力以外

の方法で、第三者やデータとのつながりの可能性が生

図 10 Wikipedia の Category:餅の親子階層図 
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まれ、データの相互運用性が向上した。また UI 側の

改善点としては、各もちの詳細ページが閲覧出来るよ

うになったことがある。これらの改善に伴い、バージョン

3 でも新しい課題が発生した。 
・ データの構造の改善 
・ 新しいシステムの UI の改善と、システム自体の

検討と改善 
・ 他の LOD データとの連携 
データの構造の改善に関しては、どのようなデータ構

造にしたら、元々本研究が目的としている複雑な郷土

食の情報を分かりやすく表せるかということを考えなけ

ればならない。また、本システムはインターネット上に

公開はしているが、まだ広めるための活動や評価をし

ておらず、独自に考察をしたのみであるため、近いうち

にユーザーテストを行う予定である（2018 年 2 月 8 日

現在）。 
それに加え、もちマップバージョン 1,2 からの課題であ

る、より利用しやすく、分かりやすいUIへの改善や、地

域区分や統計情報の工夫、および入力情報の収集•

管理方法の検討なども残っている。今後は、今までの

課題の解決を進めながら、今回新たに利用した技術を

用いてもちマップを改善して行きたいと考えている。 
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